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topics of city government

ち
、
敵
兵
に
見
立
て
て
軍
事
訓
練

を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
一
千
有
余
年
の
歴
史

を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
す
。
東
日
本
大
震
災
が
あ

っ
た
年
に
も
規
模
を
縮
小
し
て
開

催
さ
れ
た
ほ
ど
、
こ
の
地
方
で
は

重
要
な
お
祭
り
で
す
。

７
月
23
日（
土
）か
ら
開
催

　
今
年
は
７
月
23
日
（
土
）
か
ら

25
日
（
月
）
ま
で
の
３
日
間
、
開

催
さ
れ
る
予
定
で
、
24
日
（
日
）

は
南
相
馬
市
原
町
区
に
お
い
て
、

甲か
っ
ち
ゅ
う冑
に
身
を
固
め
た
５
０
０
余
騎

の
騎
馬
武
者
が
市
内
を
練
り
歩
く

と
と
も
に
、
雲ひ
ば
り
が
は
ら

雀
ヶ
原
祭さ
い
じ
ょ
う
ち

場
地
に

お
い
て
騎
馬
武
者
が
人
馬
一
体
で

疾
走
す
る
甲
冑
競
馬
、
空
に
高
々

と
打
ち
上
げ
た
御ご
し
ん
き

神
旗
を
奪
い
合

う
神
旗
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
25
日
（
月
）
は
南

相
馬
市
小
高
区
に
お
い
て
、
放
た

れ
た
野
馬
を
小
高
神
社
境
内
に
追

い
込
み
、
白
装
束
姿
の
御お
こ
び
と

小
人
た

ち
が
神し
ん
め馬
を
素
手
で
捕
ら
え
神
前

に
奉
納
す
る
野の
ま
か
け

馬
懸
が
行
わ
れ
ま

す
。
勇
壮
に
し
て
豪
華
絢
爛
な
戦

国
絵
巻
を
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
情
報
は
、
南
相
馬
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.m
inam

isom
a.lg.jp/

）

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
・
写
真
＝
南
相
馬
市
）

　
南
相
馬
市
は
、
福
島
県
の
太
平

洋
沿
岸
部
に
位
置
す
る
人
口
約

６
万
２
０
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
津
波

と
原
発
事
故
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
震
災
か
ら
５
年

が
経
ち
、
桐
生
市
を
は
じ
め
と
し

た
全
国
の
皆
さ
ん
の
御
支
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
復

興
が
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

相そ
う
ま
の
ま
お
い

馬
野
馬
追

　
南
相
馬
市
や
隣
の
相
馬
市
、
新

地
町
な
ど
を
含
む
地
域
を
相
馬
地

方
と
呼
び
ま
す
が
、
相
馬
地
方
に

伝
わ
る
最
も
有
名
な
お
祭
り
と
い

え
ば
、
相
馬
野
馬
追
で
す
。

　
相
馬
野
馬
追
は
、
相
馬
氏
の
祖

と
い
わ
れ
る
平
将
門
が
下
総
国

（
千
葉
県
北
西
部
）
に
野
馬
を
放

被
災
地
を
応
援
し
よ
う（
南
相
馬
市
編
）

　一千有余年の歴史「相
そ う ま の ま お い

馬野馬追」

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
期
間
＝
６
月
８
日
（
水
）
～

７
月
７
日
（
木
）

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布
場
所
及

び
回
収
場
所
＝
市
役
所
２
階
の
広

域
調
整
室
、
各
公
民
館
、
お
り
ひ

め
バ
ス
車
内
、
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
ゆ
い
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー　
問
い
合
わ
せ
は
、
広
域
調
整
室

広
域
調
整
係
（
☎
内
線
３
８
７
）

へ
。

　
お
り
ひ
め
バ
ス
を
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
し

て
維
持
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的

で
利
便
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
た
運

行
内
容
と
す
る
た
め
、
平
成
27
年

４
月
１
日
に
路
線
及
び
時
刻
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
改
正
後
、
１
年
が
経
過
し
た
中

で
、
お
り
ひ
め
バ
ス
利
用
者
の
動

向
や
要
望
を
把
握
す
る
た
め
に
、

お
り
ひ
め
バ
ス
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

６
月
８
日
（
水
）
～
７
月
７
日
（
木
）

の健康クイズ、感染症予防、子
ども発達相談室の紹介
※ぐんまちゃん、キノピーも登
場します。
◎物販コーナー
・新鮮な採れたて野菜など新
里・黒保根町地元特産品や、福
祉ショップ３店舗による手作り
ケーキ・クッキー・野菜の加工
品・木工製品の販売など
　問い合わせは、健康づくり課
成人保健係（☎47‐1152）へ。

　健康チェックや各種健康相談
のほか、イベントを楽しみなが
ら健康への理解を深めましょう。
期日＝６月19日（日）
時間＝午前10時～午後２時
場所＝保健福祉会館
◎健康チェックコーナー
　体力測定、骨密度測定、体脂
肪測定、足指筋力測定、脳年齢
測定、血管年齢測定、歯科相談、
お口を鍛える遊びの紹介、お子
さんの身体計測など
◎食育コーナー
　体験型食育コーナー（先着順
で100人）、栄養相談、食農食
育紙芝居、食育エプロンシアタ
ー、学校・保育園給食献立レシ
ピ配布など
◎その他のコーナー
　お子さんの手型・足型とり、
元気おりおり体操体験、脳もい
きいき血管さらさら体操体験、
脳の機能低下予防に関する講演
会、国保・年金クイズ、こころ

　パネルシアター、おもちゃ
づくり、手遊び、各子育て
支援センター・各保育園の
パネル紹介のほか、午前10
時から午後４時まで子育て
サロン室を開放します。
　問い合わせは、子育て支
援センター(☎46‐5031)へ。

第 16 回 けんこうまつり

こどもフェスタを
同時開催します

６月19日（日）

広報きりゅう平成28年6月号 10

る
９
１
８
０
円
の
２
分
の
１
の
額
）

を
補
助
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
活
動

巣
の
営
巣
場
所
が
天
井
裏
、
床
下

な
ど
で
構
造
物
を
壊
さ
な
け
れ
ば

駆
除
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
特
別

な
作
業
に
か
か
る
費
用
な
ど
に
つ

い
て
は
個
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
＝
12
月
22
日
（
木
）
ま

で
に
、
電
話
で
環
境
課
（
☎
内
線

３
１
４
）
、
新
里
支
所
市
民
生

活
課
（
☎
74
２
３
８
４
）
又
は

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
（
☎

96
２
１
１
１
）
へ
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
活
動
巣
の
駆
除

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助

の
対
象
と
な
る
の
は
、
市
の
指
定

業
者
が
駆
除
し
た
場
合
に
限
り
ま

す
。
駆
除
を
実
施
す
る
前
に
、
必

ず
環
境
課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支

所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
＝
市
内
に
所
有
す
る
一
般

住
宅
又
は
併
用
住
宅
敷
地
内
に
ス

ズ
メ
バ
チ
が
営
巣
し
駆
除
し
よ
う

と
す
る
個
人

負
担
額
＝
巣
１
個
当
た
り
４
５
９
０

円
（
市
が
指
定
業
者
と
結
ん
だ
巣

１
個
当
た
り
の
協
定
締
結
額
で
あ

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
を
補
助
し
ま
す

　福祉医療費受給者証の有効期限は、７月31日
までです。更新の手続きが必要な人には更新の案
内を郵送します。高齢重度障害者は、６月６日
（月）から17日（金）までの間に、心身障害者
は、６月20日（月）から７月１日（金）までの
間に市役所１階の医療保険課又は新里・黒保根支
所市民生活課で、加入している医療保険被保険者
証と福祉医療費受給者証、印、身体障害者手帳な
どを持参の上、手続きをしてください。
　問い合わせは、医療保険課医療助成係（☎内線
272）へ。

高齢重度障害者・心身障害者
福祉医療費受給者証の更新

　後期高齢者医療保険に加入している人には、毎
年７月中旬に新しい被保険者証を郵送しています。
通常は普通郵便で郵送していますが、平成28年
度から希望者に簡易書留での郵送を始めます。簡
易書留での郵送を希望する人は、申請期間中に電
話にて申請してください。申請は、毎年必要です。
申請期間＝６月１日（水）～30日（木）
　申請方法など詳しいことは、医療保険課医療助
成係（☎内線257）へお問い合わせください。

後期高齢者医療被保険者証
希望者には簡易書留で郵送

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

し
ま
う
と
、
年
金
額
の
減
額
や
年

金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
の

「
早は
や
わ
り割
」
が
お
得

　
通
常
の
振
替
日
は
翌
月
末
で
す

が
、
申
し
出
に
よ
り
、
当
月
末
振

替
の
「
早
割
」
に
す
る
こ
と
で
１

か
月
当
た
り
の
保
険
料
が
50
円
割

引
に
な
る
制
度
で
す
。

　
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
毎
月

の
保
険
料
が
指
定
の
預
金
口
座
か

ら
定
期
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の

で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
か
月
・
１
年
・
２
年

分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
さ
ら

に
お
得
で
す
。

年
金
相
談
窓
口

　
桐
生
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
週

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
火
曜
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
、

ま
た
、
第
２
土
曜
日
は
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、市
民
課
年
金

係（
☎
内
線
２
７
３
）又
は
桐
生
年

金
事
務
所（
☎
44
２
３
１
１
）へ
。

　年金の受給者が所在不明となって１か月以上経
過した場合、世帯員（住民票上の世帯が同一の
人）は所在不明である旨の届け出が必要です。
　生存の事実確認ができない場合は、年金の支払
いが一時止まります。また、所在が明らかになった時
は、止まっている年金の解除の手続きが必要です。
　問い合わせは、桐生年金事務所（☎44‐2311）へ。

年金受給者が所在不明の
場合には届け出を

国
民
年
金
保
険
料

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

上
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
で
あ
る
も
の
や
搬
入
容
積
が

１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

埋
立
て
な
ど
を
行
お
う
と
す
る
と

き
は
、原
則
、許
可
が
必
要
で
す
。

　
事
業
者
は
、
土
砂
の
埋
立
て
な

ど
で
土
壌
の
汚
染
や
災
害
が
発
生

し
な
い
よ
う
あ
ら
か
じ
め
検
討
の

上
、
各
種
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
地
を
所
有
す
る
人
は
、
埋
立

て
な
ど
を
行
う
事
業
者
に
土
地
を

提
供
す
る
と
き
は
、
土
壌
の
汚
染

や
災
害
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が

な
い
こ
と
を
十
分
確
認
し
、
隣
接

地
の
承
諾
を
得
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
よ
う
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
環
境

保
全
係
（
☎
内
線
３
２
０
）
へ
。

　
土
砂
な
ど
に
よ
る
不
法
な
埋

立
て
を
防
止
す
る
た
め
に「
桐
生

市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生

の
防
止
に
関
す
る
条
例（
残
土
条

例
）」を
施
行
し
て
い
ま
す
。
他

の
土
地
か
ら
土
砂
を
搬
入
し
、面

積
が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

残土条例に
御協力を
不法な埋立て防止
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